
水
戸
藩
藩
校
弘
道
館
の
建
立
本
旨
を
記
し
た
『
弘
道
館
記
』
は
、
佐
藤
一
斎
、

青
山
拙
斎
、
会
沢
正
志
斎
が
添
削
を
行
っ
て
、
藩
主
斉
昭
と
藤
田
東
湖
が
作
成

し
た
草
案
を
評
し
、
そ
の
上
で
斉
昭
が
裁
定
を
下
し
て
一
八
三
八
（
天
保
九
）

年
三
月
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
過
程
を
記
録
し
た
史
料
が
「
水
戸
藩

史
料
』
別
記
下
（
巻
一
七
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
題
が
な
い
の
で
仮
に
「
弘

道
館
記
草
案
評
語
・
裁
定
」
と
称
し
て
お
こ
う
。
本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
十
分
に

は
検
討
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
の
史
料
を
使
っ
て
『
弘
道
館
記
』
の
成
立
過
程

に
注
目
し
、
も
と
の
草
案
の
共
通
箇
所
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
が
持
つ
意
味
を

考
え
て
い
く
。
そ
の
結
果
次
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
一
斎
学

と
後
期
水
戸
学
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
点
で
相
対
立
す
る
、
独
自
性
を

持
っ
た
思
想
と
し
て
当
時
存
在
し
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
か

ら
各
思
想
の
性
格
を
改
め
て
考
え
直
し
て
ゑ
た
い
。
ま
た
水
戸
側
で
は
重
要
で

あ
っ
て
も
一
斎
に
と
っ
て
は
そ
れ
程
で
も
な
か
っ
た
問
題
に
つ
い
て
、
一
斎
が

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
の
か
を
知
る
手
掛
り
に
も
な
ろ
う
。
例
え
ば
皇
祖

や
天
皇
に
関
し
て
で
あ
る
。
近
世
後
期
で
の
こ
れ
ら
の
把
握
を
考
え
よ
う
と
す

は
じ
め
に
ｌ
｜
斎
と
水
戸
藩

佐
藤
一
斎
と
後
期
水
戸
学

ｌ
『
弘
道
館
記
」
の
成
立
過
程
Ｉ

る
場
合
、
後
期
水
戸
学
や
国
学
等
の
よ
う
に
こ
の
問
題
を
積
極
的
に
考
え
、
自

ら
の
思
想
体
系
に
組
み
入
れ
て
い
こ
う
と
す
る
思
想
家
達
が
（
史
料
的
な
問
題

か
ら
も
）
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
る
。
し
か
し
こ
の
問
題
を
進
ん
で

は
考
え
て
い
な
い
か
ら
と
言
っ
て
（
史
料
的
な
制
約
は
あ
る
と
は
言
え
）
、
そ

の
よ
う
な
人
々
の
意
識
を
無
視
し
て
も
良
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
り
わ
け
後

（
天
保
十
二
年
）
に
幕
府
儒
者
と
な
る
一
斎
の
意
識
を
探
っ
て
お
く
こ
と
は
大

切
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。

さ
て
こ
こ
で
瀬
谷
義
彦
氏
の
日
本
思
想
大
系
『
水
戸
学
』
の
解
題
及
び
「
弘

道
館
・
郷
校
の
開
設
と
偕
楽
園
」
（
『
水
戸
市
史
』
中
巻
三
）
に
よ
っ
て
、
『
弘

道
館
記
』
が
成
立
す
る
ま
で
の
経
緯
を
具
体
的
に
整
理
し
て
お
こ
う
。
斉
昭
は

天
保
八
年
六
月
に
藤
田
東
湖
と
藤
田
貞
正
に
記
文
草
案
の
執
筆
を
命
じ
た
。
斉

昭
の
仮
名
書
き
草
案
の
漢
訳
文
を
渡
さ
れ
た
東
湖
は
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
完

成
さ
せ
て
七
月
三
日
に
提
出
し
た
。
つ
ま
り
草
案
は
斉
昭
と
東
湖
の
合
作
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
斉
昭
は
九
月
一
日
、
こ
の
草
稿
の
添
削
依
頼
状
を
佐

藤
一
斎
に
宛
て
て
書
く
よ
う
に
東
湖
に
代
筆
を
命
じ
た
。
東
湖
は
依
頼
状
を
代

（
１
）

筆
す
る
が
（
九
月
三
日
付
）
、
ま
た
幾
度
か
斉
昭
に
言
上
し
て
い
る
。
最
後
に
一

斎
に
示
す
の
で
は
彼
に
決
定
を
任
せ
る
よ
う
で
良
く
な
い
。
順
序
と
し
て
は
ま

中
村
安
宏

九
七



ず
一
斎
に
示
し
さ
ら
に
青
山
拙
斎
、
そ
の
後
で
会
沢
正
志
斎
に
示
し
て
添
削
を

（
２
）

重
ね
る
べ
き
だ
と
。
そ
し
て
結
局
は
東
湖
の
意
見
が
通
り
、
三
人
の
添
削
批
評

を
経
た
後
に
（
拙
斎
と
正
志
斎
へ
は
一
斎
か
ら
の
返
書
の
翌
日
、
九
月
十
九
日

（
３
）

に
同
時
に
草
案
を
下
し
て
い
る
。
彼
ら
は
一
斎
の
意
見
を
踏
ま
え
て
添
削
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
）
東
湖
の
意
見
を
参
考
に
し
て
斉
昭
が
裁
定
し
成
立
す
る
。

こ
こ
で
「
弘
道
館
記
草
案
評
語
・
裁
定
」
の
分
析
に
先
立
っ
て
、
一
斎
と
水

戸
藩
と
の
実
際
の
関
係
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
一
斎
は
斉
昭
か
ら
藩
邸

（
４
）

講
釈
や
詩
歌
会
に
招
か
れ
て
お
り
関
係
は
良
好
で
あ
っ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、

し
か
し
天
保
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
当
世
名
家
評
判
記
」
（
中
野
三
敏
編
『
江

戸
名
物
評
判
記
集
成
』
所
収
）
に
は
一
斎
へ
の
悪
口
と
し
て
、
「
小
石
川
辺
に

て
は
偽
君
子
と
い
ふ
噂
に
て
味
噌
を
つ
け
ま
し
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
小
石

川
は
水
戸
藩
藩
邸
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
水
戸
藩
で
は
一
斎
の
評
判
は
悪

か
っ
た
よ
う
だ
。
実
際
斉
昭
は
天
保
五
年
に
藤
田
貞
正
（
一
七
七
三
’
一
八
四

六
、
通
称
主
膳
・
主
書
、
号
晴
軒
・
北
郭
）
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
、
一
斎
を

招
い
て
講
釈
さ
せ
て
ゑ
た
が
「
聞
て
の
費
へ
名
聞
の
み
」
で
あ
っ
て
、
そ
の
学

問
は
「
姑
息
学
問
」
、
結
局
「
書
物
蔵
、
字
引
同
様
の
者
」
に
過
ぎ
ず
、
「
た
と

（
画
０
）

へ
用
た
り
と
も
用
を
為
事
あ
る
ま
じ
」
と
評
し
て
い
る
。
な
お
こ
の
門
閥
派
の

藤
田
貞
正
に
関
わ
っ
て
斉
昭
は
、
一
八
四
四
（
弘
化
二
）
年
六
月
に
興
津
克
広

に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
、
会
沢
正
志
斎
隠
居
後
の
弘
道
館
に
つ
い
て
「
夫
に
つ

け
込
候
而
ハ
藤
田
晴
軒
等
は
幸
と
佐
藤
一
斎
に
て
も
引
入
度
」
思
っ
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
幕
府
儒
者
に
な
っ
た
の
で
代
わ
り
に
門
下
の
安
積
艮
斎
を
招

く
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
危
倶
し
、
彼
ら
の
学
風
は
当
藩
の
尊
王
懐
夷

（
６
）

の
学
風
と
は
異
な
っ
て
い
る
と
説
い
て
い
る
。
貞
正
は
水
戸
藩
中
で
の
親
一
斎

派
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
他
、
一
斎
と
藤
田
東
湖
と
が
書
簡
の
や
り

（
７
）

取
り
を
し
て
い
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
ま
た
一
斎
は
天
保
九
年
の
二
月
上
旬

（
８
）

に
嗣
子
立
軒
を
水
戸
に
遊
学
さ
せ
て
い
る
（
青
山
拙
斎
に
従
学
し
て
い
る
）
。

斉
昭
は
一
斎
を
あ
ま
り
評
価
し
て
い
な
か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
ど
う
し
て

『
弘
道
館
記
』
の
添
削
を
依
頼
し
た
の
か
。
一
つ
に
は
「
書
物
蔵
、
字
引
同
様

の
者
」
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
。
記
文
に
は
弘
道
館
で
建
御
雷
神
と
孔
子
と
を

祭
る
理
由
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
孔
子
の
呼
称
に
つ
い
て
（
草
案
で

は
孔
宣
父
、
後
に
孔
子
に
改
め
る
）
一
斎
へ
の
添
削
依
頼
状
に
は
、
中
国
で
の

論
に
は
尼
父
、
褒
成
宣
尼
公
、
文
宣
王
等
が
あ
る
が
、
『
令
義
解
』
大
学
寮
の

条
に
は
先
聖
孔
宣
父
と
あ
っ
て
公
と
も
王
と
も
称
し
て
い
な
い
。
「
孔
子
〈
外

国
小
邦
の
臣
故
、
神
聖
神
州
杯
い
ふ
所
へ
〈
孔
丘
と
認
度
候
へ
ど
も
、
孔
子
の

格
式
一
一
拘
り
候
義
に
〈
無
し
之
」
「
神
祇
〈
君
、
孔
子
〈
師
の
扱
」
い
に
し
た

い
と
書
い
て
い
る
。
周
知
の
通
り
斉
昭
は
一
八
四
四
（
弘
化
元
）
年
五
月
に
幕

府
か
ら
致
仕
謹
慎
を
命
ぜ
ら
れ
、
東
湖
ら
も
蟄
居
処
分
を
受
け
て
い
る
が
、
東

湖
は
こ
れ
を
鳥
居
耀
蔵
が
画
策
し
林
樫
宇
や
佐
藤
一
斎
も
協
力
し
た
も
の
と

（
９
）

見
て
、
原
因
の
一
つ
は
記
文
や
神
位
に
孔
子
と
記
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
と
推
測

（
Ⅲ
）

し
て
い
る
。
昌
平
坂
の
聖
堂
の
神
位
は
至
聖
文
宣
王
で
あ
っ
た
（
『
日
本
教
育
史

資
料
』
七
、
祭
儀
参
照
）
。
水
戸
側
で
は
孔
子
の
呼
称
に
つ
い
て
気
に
懸
け
て

（
Ⅱ
）

い
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
点
に
関
し
て
あ
ら
か
じ
め
一
斎
の
了
承
を
得
て
お
こ

う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
下
、
草
案
の
意
図
、
添
削
評
語
の
中
で
は
比
較
的
そ
の
意
図
を
捉
え
や
す

い
一
斎
と
正
志
斎
の
も
の
、
及
び
斉
昭
の
裁
定
に
注
目
し
な
が
ら
具
体
的
な
分

析
に
移
ろ
う
。
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対
立
点
の
第
一
は
家
康
の
位
置
付
け
を
め
ぐ
っ
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
そ
れ
ぞ

れ
の
当
代
観
と
も
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
『
弘
道
館
記
』
（
日
本
思
想
大
系
『
水

戸
学
』
所
収
）
で
は
「
我
口
東
照
宮
、
溌
乱
反
正
、
尊
口
王
穰
夷
、
允
武
允
文
、

以
開
二
太
平
之
基
一
」
と
言
う
。
家
康
は
尊
王
撰
夷
と
い
う
点
、
つ
ま
り
尊
崇

し
た
と
こ
ろ
の
皇
室
、
及
び
排
斥
し
た
と
こ
ろ
の
西
洋
と
の
関
係
で
称
揚
さ
れ

て
い
る
。

一
斎
は
何
を
問
題
と
し
た
か
。
「
弘
道
館
記
草
案
評
語
・
裁
定
」
（
以
下
「
評

語
裁
定
」
と
略
）
は
問
題
箇
所
ご
と
に
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。

東
照
公

捨
東
照
大
君

量
恒
共
に
東
照
宮

今
東
照
宮
と
改
む
。

捨
は
一
斎
（
通
称
捨
蔵
）
、
量
は
拙
斎
（
通
称
量
介
）
、
恒
は
正
志
斎
（
通
称
恒

蔵
）
の
こ
と
。
最
後
は
斉
昭
の
裁
定
。
も
と
も
と
の
草
案
で
家
康
の
呼
称
は
「
東

照
公
」
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
一
斎
は
「
東
照
大
君
」
に
改
め
よ
う
と
し

（
岨
）

た
が
、
正
志
斎
と
拙
斎
の
意
見
に
よ
り
結
局
「
東
照
宮
」
に
落
ち
着
い
た
こ
と

（
Ｂ
）

を
示
し
て
い
る
・
彼
ら
は
「
大
君
」
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
一
六
四
五
（
正

（
Ｍ
）

保
二
）
年
に
後
光
明
天
皇
か
ら
宣
下
さ
れ
た
宮
号
の
使
用
を
明
確
化
し
た
。

次
に
一
斎
が
気
に
留
め
た
の
は
「
允
武
允
文
」
の
部
分
で
あ
る
。
草
案
も
同

じ
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
一
斎
は
「
允
文
允
武
」
と
本
来
の
語
順
に
戻
そ
う
と

し
た
。
も
と
も
と
こ
の
語
は
魯
侯
の
功
績
を
称
え
た
『
詩
経
』
魯
頌
、
洋
水

の
詩
の
「
允
文
允
武
、
昭
仮
烈
祖
」
に
由
来
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
正
志
斎
は

一
、
徳
川
家
康
の
位
置
付
け
を
め
ぐ
っ
て

「
奮
二
武
術
一
撲
二
文
教
一
」
が
良
い
と
言
う
。
こ
れ
は
『
書
経
』
禺
貢
の
「
五

百
里
綏
服
、
三
百
里
撲
二
文
教
一
、
二
百
里
奮
二
武
術
一
」
に
基
づ
く
が
、
孔
安

国
伝
に
は
「
摸
。
度
王
者
文
教
一
而
行
し
之
、
三
百
里
皆
同
。
文
教
外
之
二
百
里
、

奮
レ
武
術
二
天
子
一
・
所
．
以
安
一
」
と
見
え
る
。
正
志
斎
は
あ
く
ま
で
も
天
子

を
戴
く
用
例
を
求
め
た
。
そ
れ
を
承
け
て
斉
昭
も
「
天
子
の
徳
を
称
す
る
や
う

に
て
宜
し
か
ら
ず
は
、
恒
の
説
に
よ
り
改
め
て
も
可
レ
然
か
」
と
述
べ
て
い
る
。

正
志
斎
と
斉
昭
は
前
の
尊
王
の
語
を
承
け
て
家
康
の
、
天
子
Ⅱ
天
皇
を
戴
い
て

の
徳
や
功
績
を
称
す
る
表
現
を
貫
こ
う
と
し
て
い
る
。
結
局
は
草
案
通
り
に
落

ち
着
く
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
原
典
の
順
序
に
戻
し
て
武
よ
り
も
文
を
先
行

さ
せ
た
一
斎
の
見
解
は
無
視
さ
れ
て
い
る
。

「
開
二
太
平
之
基
一
」
も
問
題
に
な
っ
た
。
こ
こ
も
結
局
は
草
案
に
落
ち
着

く
の
だ
が
、
一
斎
は
「
創
二
太
平
之
基
業
一
」
に
改
め
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
に

対
し
て
斉
昭
は
「
創
業
と
云
字
面
へ
わ
た
り
、
嫌
疑
あ
る
や
う
な
り
。
因
て
ま

づ
原
稿
を
用
ひ
た
れ
ど
も
、
開
基
の
字
不
レ
穏
は
、
建
二
太
平
之
基
一
に
て
は
如

何
」
と
述
べ
て
一
斎
の
意
見
を
退
け
て
い
る
。
開
基
の
語
に
つ
い
て
は
仏
教
で

も
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
懸
念
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
て
創
業
の
語
は
も
と
も
と

『
孟
子
』
梁
恵
王
下
篇
の
「
君
子
創
レ
業
垂
レ
統
、
為
し
可
レ
継
也
」
に
由
来
す

る
が
、
東
湖
は
天
保
五
年
の
封
事
で
「
垂
統
創
業
杯
申
す
文
字
、
天
子
の
外
に

は
不
し
宜
」
（
「
東
湖
封
事
』
、
「
新
定
東
湖
全
集
』
九
一
七
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

実
際
東
湖
も
『
弘
道
館
記
述
義
」
の
中
で
「
鳴
呼
口
天
祖
天
孫
所
．
以
垂
レ
統

創
亡
業
、
巍
々
乎
其
大
笑
」
（
日
本
思
想
大
系
『
水
戸
学
」
１
以
下
大
系
と
略

記
、
二
六
九
頁
）
と
い
う
よ
う
に
天
祖
（
天
照
大
神
）
や
天
孫
（
瓊
々
杵
尊
）

に
関
し
て
使
用
し
て
い
る
。
『
弘
道
館
記
』
の
中
に
も
「
上
古
神
聖
、
立
レ
極

垂
レ
統
、
天
地
位
焉
、
万
物
育
焉
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
神
聖
（
記
紀
神
話
の

九
九



神
々
）
に
つ
い
て
記
述
す
る
の
に
、
朱
子
が
『
中
庸
章
句
」
序
の
中
で
古
の
先

王
に
つ
い
て
述
べ
た
「
上
古
神
聖
、
継
レ
天
立
レ
極
」
を
下
地
に
し
て
、
継
天

の
語
を
除
き
、
先
の
『
孟
子
』
中
の
垂
統
の
語
を
加
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
斎
は
創
業
垂
統
の
語
を
家
康
に
つ
い
て
使
用
す
る
。
一
八
一
七
（
文
化
十

（
旧
）

四
）
年
に
書
か
れ
た
『
先
哲
叢
談
』
序
の
中
で
、
家
康
の
施
政
に
よ
り
文
運
が

開
け
た
こ
と
を
述
べ
た
後
、
「
口
創
業
之
明
辞
、
垂
二
統
緒
於
前
一
、
口
継
体
之

賢
君
、
守
二
謨
訓
於
後
一
」
と
言
う
。

さ
て
以
上
見
て
き
た
三
例
に
お
い
て
、
水
戸
側
と
一
斎
と
の
間
に
齪
齢
が
生

じ
た
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
そ
の
点
を
考
え
る
た
め
に
は
、
そ
も
そ
も
一

斎
は
家
康
を
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
て
い
た
の
か
を
客
観
的
に
把
握
し
て
お
く

必
要
が
あ
ろ
う
。
彼
は
先
に
挙
げ
た
「
先
哲
叢
談
』
序
の
中
で
言
う
。

抑
以
二
古
昔
盛
時
一
、
典
章
制
度
、
取
二
諸
晴
唐
一
而
掛
．
酌
之
一
、
至
レ
如
二

制
詰
章
疏
一
、
亦
多
依
倣
。
（
中
略
）
自
二
我
口
大
府
之
興
一
也
、
経
倫
締

造
、
自
然
合
一
符
於
住
聖
一
、
紀
綱
法
度
、
不
三
必
襲
二
迩
於
異
域
一
・

当
代
の
盛
時
を
「
古
昔
盛
時
」
（
律
令
国
家
）
と
比
較
し
て
い
る
。
古
代
に
は

詔
勅
や
上
奏
文
に
至
る
ま
で
の
制
度
文
物
を
中
国
に
依
拠
し
て
い
た
の
だ
が
、

当
代
で
は
制
度
法
律
を
独
自
に
作
り
、
し
か
も
そ
の
統
治
の
在
り
方
は
往
聖
の

時
と
自
然
に
合
致
し
て
い
る
と
言
う
。
異
域
で
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
の
は
中

国
で
あ
り
、
住
聖
も
中
国
の
古
の
先
王
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『
言
志
晩
録
』
（
日

本
思
想
大
系
『
佐
藤
一
斎
・
大
塩
中
斎
』
所
収
）
で
は
、
古
代
は
制
度
は
中
国

に
依
拠
し
て
い
た
の
に
対
し
て
家
康
が
実
質
封
建
制
を
行
っ
た
こ
と
を
称
え
、

続
け
て
「
我
幸
生
二
此
士
一
、
沐
．
浴
堯
舜
之
沢
一
」
（
第
一
三
七
条
）
と
言
う
。

こ
れ
ら
の
文
章
に
は
誇
張
修
飾
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
こ
で
一
斎
が
中
国

と
の
関
係
で
家
康
を
称
揚
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
『
弘
道

館
記
』
で
は
皇
室
及
び
西
洋
と
の
関
係
が
重
要
で
あ
っ
た
。
一
斎
は
自
ら
が
身

を
置
い
て
い
る
当
代
を
中
国
か
ら
文
化
的
に
独
立
し
た
時
代
、
そ
う
い
う
意
味

で
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
新
し
い
時
代
と
捉
え
、
そ
の
よ
う
な
時
代
を
開
い
た

家
康
は
創
始
者
と
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
水
戸
学
で
は
皇
祖
神
に
使
う
べ
き
表
現

を
家
康
に
使
う
結
果
と
な
り
棚
鶴
が
生
じ
た
。
要
す
る
に
一
斎
が
身
を
置
い
て

い
た
当
代
と
は
、
皇
室
と
無
縁
の
と
こ
ろ
で
成
立
し
て
い
る
時
代
で
あ
っ
た
。

「
弘
道
」
の
道
と
は
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
道
で
あ
る
の
か
。
よ
り
根
本
的

な
こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
も
彼
ら
は
お
互
い
に
棚
齢
を
感
じ
た
。
実
は
こ
の
道

に
つ
い
て
は
水
戸
学
の
中
で
も
理
解
が
一
致
し
て
い
た
訳
で
は
な
か
っ
た
た

め
、
棚
齢
の
様
相
は
よ
り
複
雑
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
に
よ
り
何
が
見
え
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
ま
ず
各
人
の
評
語
と
斉
昭

の
裁
定
を
見
る
前
提
と
し
て
、
東
湖
が
代
作
し
た
斉
昭
の
一
斎
へ
の
添
削
依
頼

（
肥
）

状
と
、
そ
れ
に
対
す
る
同
九
月
十
八
日
付
の
一
斎
の
返
書
と
を
読
み
比
べ
て
み

よ
う
。
そ
こ
に
東
湖
と
一
斎
と
の
教
育
の
基
本
構
想
に
関
す
る
姿
勢
の
相
違
を

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
、
そ
の
こ
と
が
両
者
の
道
の
理
解
の
在
り
方
と
密
接
に

関
わ
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
は
依
頼
状
か
ら
見
る
。

世
間
一
統
学
問
と
政
事
と
別
物
に
心
得
、
且
又
和
と
漢
と
二
シ
相
成
、
甚

し
き
に
至
而
〈
古
事
記
・
日
本
紀
を
一
見
せ
ざ
る
漢
学
者
も
有
し
之
、
六

経
の
片
は
し
さ
へ
解
し
得
ざ
る
和
学
者
も
有
し
之
、
其
外
文
人
〈
刀
槍
の

芸
を
い
や
し
き
事
に
思
ひ
、
武
人
〈
読
書
を
恥
候
様
二
思
ひ
、
又
文
に
も

あ
ら
ず
武
に
も
あ
ら
ざ
る
役
人
風
杯
い
ふ
者
有
し
之
候
処
、
学
校
取
建
候

て
も
文
人
武
人
杯
相
成
候
而
〈
よ
ろ
し
か
ら
ず
候
間
、
文
武
を
合
せ
、
和

二
、
道
を
め
ぐ
っ
て

一
○
○



漢
を
兼
、
治
教
一
致
に
い
た
し
、
誰
に
て
も
日
本
に
生
れ
候
上
〈
神
祇
を

尊
び
外
国
人
と
差
別
有
し
之
様
、
武
家
二
生
れ
候
上
〈
武
備
を
心
懸
、
百

姓
町
人
等
と
差
別
有
し
之
様
、
籾
人
間
二
生
れ
候
上
〈
聖
賢
の
道
を
学
び
、

鳥
獣
と
差
別
有
し
之
様
い
た
し
度
存
候
。

こ
こ
に
は
文
武
・
和
漢
・
治
教
一
致
と
い
う
基
本
構
想
が
示
さ
れ
て
い
る
。
「
誰

に
て
も
」
前
後
の
関
係
が
も
う
ひ
と
つ
し
っ
く
り
し
な
い
の
だ
が
、
目
標
と
し

て
は
日
本
人
と
外
国
人
、
武
士
と
百
姓
町
人
、
人
間
と
鳥
獣
と
の
差
別
を
明
確

に
す
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
一
斎
の
返
答
を
見
る
。

御
大
意
之
所
乍
レ
恐
不
レ
可
二
間
然
一
之
御
事
と
奉
レ
存
候
。
孟
子
に
舜
東

夷
、
文
王
西
夷
、
先
聖
後
聖
其
撲
一
と
申
候
を
、
陸
象
山
も
東
海
有
二
聖

人
出
一
、
其
心
同
其
理
同
、
西
海
有
二
聖
人
出
一
、
其
心
同
其
理
同
と
一
口

に
申
尽
し
候
。
然
を
儒
者
唐
晶
眉
計
致
し
、
本
邦
之
事
迩
一
向
弁
不
レ
申

候
は
、
心
得
違
之
儀
と
奉
レ
存
候
。
又
聖
学
王
道
決
て
こ
に
非
ず
候
所
、

当
今
儒
風
不
し
宜
、
治
務
有
用
之
心
得
は
毫
毛
無
し
之
候
。
是
も
可
レ
咲
之

一
に
御
座
候
。
文
武
素
よ
り
一
途
に
候
へ
ぱ
、
無
し
文
之
武
は
真
武
に
非
、

無
し
武
の
文
は
是
亦
真
文
に
非
ず
と
奉
レ
存
候
。
坦
平
生
持
論
も
如
レ
此
に

候
間
、
御
書
取
之
御
趣
意
、
一
々
敬
服
仕
候
。

一
斎
は
文
武
・
和
漢
・
治
教
（
聖
学
王
道
と
言
い
換
え
て
い
る
）
一
致
と
い
う

基
本
構
想
に
は
賛
意
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
和
漢
一
致
で
抱
い
て
い
る
構
想

は
異
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
『
孟
子
』
か
ら
の
引
用
は
、
舜
は
東
夷
、
文
王
は

西
夷
の
人
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
行
っ
た
こ
と
は
一
致
し
て
い
た
こ
と
を

（
Ⅳ
）

言
う
。
ま
た
陸
象
山
の
言
葉
は
、
聖
人
は
東
海
・
西
海
・
北
海
・
南
海
・
千
百

（
岨
）

世
之
上
か
ら
千
百
世
之
下
ま
で
出
現
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
中
か
ら
、

抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
承
け
て
儒
者
が
中
国
び
い
き
ば
か
り
し
て

日
本
の
事
跡
を
弁
え
て
い
な
い
と
説
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
一
斎
は
、

聖
人
は
中
国
だ
け
で
は
な
く
日
本
に
も
出
現
す
る
こ
と
を
言
い
た
い
の
で
あ
ろ

う
。
東
湖
が
日
本
人
で
あ
る
以
上
は
神
祇
を
尊
ん
で
外
国
人
と
の
差
別
を
明
確

に
す
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
た
の
と
は
、
和
を
学
ぶ
意
味
が
異
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
て
さ
ら
に
道
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
「
評
語
裁

定
」
は
最
終
文
「
道
者
何
。
天
地
之
大
経
、
而
生
民
不
レ
可
二
須
突
離
一
者
也
」

に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
伝
え
て
い
る
。

道
者
何
。
神
州
之
所
二
固
有
一
、
而
生
民

捨
蔵
一
斎
日
、
固
有
は
宜
し
か
ら
ず
。
神
州
之
所
レ
存
と
改
む
く
し
。

恒
蔵
日
、
道
者
何
。
天
之
所
し
叙
、
人
之
所
し
由
。
自
二
鴻
荒
一
以
及
二
無

窮
一
、
凡
在
二
宇
内
一
者
、
所
し
不
し
可
二
須
実
離
一
也
と
改
め
た
し
。

草
案
の
「
神
州
之
所
二
固
有
一
」
に
は
東
湖
の
意
向
が
強
く
表
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
一
斎
は
「
神
州
之
所
レ
存
」
に
改
め
よ
う
と
し
た
。
こ
れ

ま
で
見
て
き
た
一
斎
の
中
国
に
対
す
る
対
抗
意
識
、
及
び
彼
が
柤
侠
学
を
批
判

し
た
『
讓
園
關
蕪
』
の
中
で
「
夫
仁
義
礼
智
、
天
地
自
然
之
道
。
亘
二
於
万

古
一
而
不
レ
改
、
存
二
乎
人
性
一
而
不
レ
減
。
可
レ
行
二
諸
夏
華
一
、
可
レ
行
二
諸
戎

（
旧
）

狄
一
」
（
第
五
則
）
と
述
べ
、
『
言
志
録
』
で
も
「
莊
々
宇
宙
、
此
道
只
是
一
貫
。

（
中
略
）
道
豈
独
在
二
於
漢
士
文
字
一
已
乎
」
（
第
一
三
一
条
）
と
述
べ
て
い
た

こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
こ
こ
で
は
道
は
中
国
の
み
で
は
な
く
神
州
Ⅱ
日
本

（
人
の
性
）
に
も
存
し
て
い
る
こ
と
を
言
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

道
の
普
遍
性
を
言
う
点
で
は
正
志
斎
の
評
語
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
彼
は
「
退
食

間
話
』
の
中
で
も
「
道
は
天
下
の
達
道
な
れ
ば
、
四
海
万
国
、
人
倫
あ
ら
ん
限

り
は
自
然
に
行
は
る
」
（
大
系
二
五
二
頁
）
、
ま
た
『
読
直
毘
霊
」
で
も
「
道
卜

一

○
一



云
う
〈
、
人
二
五
倫
ア
ル
ハ
天
地
自
然
二
備
リ
テ
、
人
ノ
作
リ
タ
ル
ニ
非
ズ
」

（
九
頁
、
「
日
本
儒
林
叢
書
』
第
四
巻
所
収
）
と
述
べ
て
い
る
。
両
者
と
も
柤

棟
学
を
批
判
す
る
中
か
ら
道
の
自
然
性
、
及
び
そ
の
万
国
に
わ
た
る
普
遍
性
を

説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
斉
昭
は
「
い
か
に
も
固
有
は
宜
か
ら
ず
。
頻
り
に
神
州
の
も

の
と
す
る
ゆ
へ
六
ヶ
し
き
な
り
」
と
述
べ
て
草
案
を
改
め
よ
う
と
す
る
が
、
正

志
斎
の
意
見
に
つ
い
て
も
「
あ
ま
り
ひ
ろ
く
」
と
見
、
ま
た
「
凡
在
二
宇
内
一

者
と
言
て
は
夷
狄
鳥
獣
ま
で
か
上
り
た
る
や
う
な
れ
ば
、
や
は
り
生
民
に
て

可
レ
然
か
」
と
言
う
。
夷
狄
の
語
に
注
意
し
た
い
。
斉
昭
は
道
と
は
日
本
と
中

国
に
わ
た
る
も
の
く
ら
い
に
捉
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
道
を
め
ぐ
っ
て
は
日

本
固
有
と
捉
え
る
東
湖
、
万
国
に
わ
た
る
と
捉
え
る
一
斎
と
正
志
斎
、
そ
し
て

日
本
と
中
国
に
わ
た
る
と
捉
え
る
斉
昭
と
い
う
見
解
の
相
違
が
見
え
て
く
る
。

結
局
斉
昭
の
裁
定
に
よ
り
「
天
地
之
大
経
」
に
落
ち
着
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
が
、
こ
の
語
は
日
本
思
想
大
系
『
水
戸
学
』
の
頭
注
（
二
三
○
頁
）
に
言

う
よ
う
に
、
「
天
地
の
間
に
備
っ
て
い
る
大
道
」
く
ら
い
の
意
味
で
あ
る
。
斉

昭
に
と
っ
て
は
一
斎
は
と
も
か
く
東
湖
と
正
志
斎
と
の
相
違
は
重
大
問
題
で
あ

っ
た
。
そ
れ
を
う
ま
く
包
み
込
ん
だ
の
が
、
こ
の
い
わ
ば
玉
虫
色
の
苦
心
の
表

現
で
あ
っ
た
。

結
局
東
湖
は
自
ら
の
意
向
を
通
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
彼
は
記
文
で
は

斉
昭
の
裁
定
案
を
尊
重
す
る
が
、
し
か
し
『
弘
道
館
記
述
義
』
の
中
で
は
「
固

有
」
を
説
い
て
い
る
。
彼
は
道
の
実
質
は
「
未
二
始
不
戸
原
二
於
口
天
神
一
」
つ

ま
り
記
紀
神
話
の
神
々
に
由
来
す
る
こ
と
を
言
う
と
と
も
に
、
儒
教
の
親
義
別

序
信
に
つ
い
て
は
「
皆
我
所
二
固
有
一
」
と
捉
え
、
こ
れ
に
反
し
て
仏
教
の
三

宝
に
つ
い
て
は
「
非
三
口
神
州
所
二
固
有
一
」
と
捉
え
て
日
本
固
有
の
道
を
基
軸

弘
道
館
で
は
構
内
に
建
御
雷
神
と
孔
子
を
祭
っ
て
い
る
が
、
『
弘
道
館
記
』

に
は
そ
の
う
ち
建
御
雷
神
を
祭
る
理
由
に
つ
い
て
、
「
抑
夫
祀
二
口
建
御
雷
神
一

者
何
。
以
下
其
亮
二
天
功
於
草
昧
一
、
留
中
威
霊
於
薮
士
上
、
欲
戊
原
二
其
始
一
、

報
二
其
本
一
、
使
丁
民
知
丙
斯
道
之
所
乙
縣
来
甲
也
」
と
記
し
て
あ
る
。
建
御
雷
神

と
は
天
照
大
神
の
命
に
よ
り
天
孫
降
臨
に
先
立
っ
て
出
雲
に
降
り
大
国
主
神
に

国
譲
り
を
さ
せ
、
ま
た
神
武
東
征
の
と
き
霊
剣
を
授
け
た
と
さ
れ
る
神
の
こ
と

で
、
鹿
島
神
宮
の
祭
神
で
あ
る
。
草
案
で
は
最
後
の
部
分
は
「
使
二
人
民
因
以

知
彦
所
し
饗
也
」
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
一
斎
は
「
使
三
民
知
二
斯
道
之
所
声

存
也
」
に
、
正
志
斎
は
「
使
二
民
知
亡
所
二
膳
仰
一
也
」
に
そ
れ
ぞ
れ
改
め
よ
う

と
す
る
。
ま
ず
斉
昭
の
裁
定
か
ら
見
て
み
よ
う
。

（
別
）

に
据
え
て
考
え
て
い
く
（
大
系
二
六
○
～
二
六
一
頁
）
。

以
上
見
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
、
一
口
に
一
斎
と
後
期
水
戸
学
と
の
齪
陥
と
言

っ
て
も
そ
の
在
り
方
は
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
は

後
期
水
戸
学
自
体
が
相
異
な
る
個
々
人
の
思
想
と
、
斉
昭
の
下
で
そ
れ
ら
を
ひ

と
つ
に
括
っ
て
い
る
共
通
の
思
想
と
を
、
個
々
人
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
方
で
結
び
付

け
た
と
こ
ろ
に
成
立
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
一
斎
と
東
湖
と
は
初
め
か
ら

相
容
れ
な
い
思
想
家
同
士
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
確
か
に
両
者
は
あ
か
ら
さ
ま

に
対
立
し
て
い
た
。
し
か
し
考
え
る
に
、
個
人
の
思
想
し
霞
ヘ
ル
で
お
互
い
に
共

通
面
を
有
し
て
い
る
一
斎
と
正
志
斎
の
方
が
、
む
し
ろ
思
想
の
深
く
立
ち
入
っ

た
と
こ
ろ
で
対
立
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
を
見
て
い
く
こ
と
に
よ
り

一
斎
と
正
志
斎
と
の
、
そ
し
て
後
期
水
戸
学
と
の
根
本
的
な
差
異
が
露
呈
し
て

く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
、
祭
神
を
め
ぐ
っ
て

一

○
二



学
校
に
神
を
祭
る
の
意
、
実
は
天
下
人
民
を
し
て
天
祖
の
鴻
恩
を
仰
が
し

む
る
の
意
な
り
。
さ
れ
ど
も
大
名
の
国
に
て
往
々
私
に
天
祖
を
祀
る
や
う

に
な
り
て
は
、
却
て
よ
る
し
か
ら
ざ
る
ゆ
へ
、
開
国
の
功
臣
に
て
常
陸
に

霊
を
留
め
た
る
神
を
祀
ら
ん
と
思
ふ
な
り
。
原
稿
に
因
以
の
字
を
書
た
る

は
、
何
ゆ
へ
に
建
御
雷
神
を
祭
し
な
ら
ん
と
、
夫
よ
り
因
て
以
饗
ふ
処
を

知
ら
し
む
る
の
微
意
な
り
。
し
か
し
此
意
は
所
詮
短
文
に
は
尽
し
が
た
け

れ
ば
、
い
づ
れ
此
記
の
注
の
ご
と
き
も
の
を
別
に
作
ら
で
は
分
り
兼
ぬ
る

な
り
。
今
使
四
民
知
三
斯
道
之
所
二
由
来
一
也
と
改
め
た
れ
ど
も
穏
な
ら
ず
、

如
何
。

（
創
）

こ
こ
の
天
祖
と
は
天
照
大
神
を
指
し
て
い
る
。
藩
に
お
い
て
天
照
大
神
を
祭
る

の
は
非
礼
に
当
た
る
の
で
、
常
陸
に
ゆ
か
り
の
あ
る
建
御
雷
神
を
祭
る
の
で
あ

る
と
言
う
。
草
案
で
「
因
て
以
響
ふ
処
」
と
し
た
そ
の
理
由
の
説
明
の
と
こ
ろ

で
は
、
こ
の
建
御
雷
神
を
祭
る
こ
と
に
よ
っ
て
結
局
は
「
饗
ふ
処
」
つ
ま
り
天

照
大
神
の
こ
と
を
知
ら
し
め
よ
う
と
し
た
こ
と
を
言
い
た
い
の
で
あ
ろ
う
。
『
退

食
間
話
』
の
中
で
正
志
斎
は
（
自
ら
の
修
正
案
で
膳
仰
の
語
を
使
用
し
て
い
る

が
）
、
そ
の
膳
仰
の
結
局
の
対
象
と
し
て
天
照
大
神
と
神
武
天
皇
を
挙
げ
て
い

る
（
大
系
二
五
○
頁
）
。
要
す
る
に
斉
昭
も
正
志
斎
も
民
の
意
識
を
皇
祖
に
向

か
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
彼
ら
の
発
想
の
意
味
す
る
と

こ
ろ
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

斉
昭
は
「
告
志
篇
』
の
中
で
、
人
は
貴
賤
に
関
わ
り
な
く
「
本
を
思
ひ
恩
に

報
い
」
る
心
掛
け
が
肝
要
で
あ
る
と
言
う
。
「
天
祖
の
恩
賓
に
て
万
民
生
育
い

た
し
、
東
照
宮
の
徳
沢
に
て
国
家
太
平
に
相
成
、
先
君
先
祖
の
余
慶
に
て
面
々

禄
位
を
保
ち
居
候
」
。
そ
の
う
ち
天
祖
Ⅱ
天
照
大
神
の
恩
賓
と
は
、
「
君
臣
父
子

の
常
道
よ
り
衣
食
住
の
日
用
」
に
ま
で
及
ぶ
と
言
う
。
ま
た
斉
昭
は
、
現
在
の

自
分
の
生
活
や
地
位
が
あ
る
の
は
天
照
大
神
以
来
の
天
皇
家
、
家
康
以
来
の
将

軍
家
、
及
び
藩
祖
や
自
ら
の
先
祖
の
働
き
と
恩
と
が
積
み
重
な
っ
た
結
果
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
認
識
す
べ
き
だ
と
、
特
に
藩
士
達
に
求
め
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。
彼
は
「
天
祖
・
東
照
宮
の
御
恩
を
報
ん
と
な
ら
ば
、
先
君
先
祖
の
恩
を
報

ん
と
心
懸
候
外
有
し
之
間
敷
候
。
先
君
先
祖
の
恩
を
報
ん
と
な
ら
ば
、
眼
前
の

君
父
に
忠
孝
を
尽
し
候
外
有
し
之
間
敷
候
」
と
言
う
（
大
系
二
一
○
～
二
一
二

頁
）
。
忠
孝
の
実
践
は
自
ら
の
先
天
的
な
道
徳
的
能
力
へ
の
覚
醒
と
い
う
よ
り

も
、
む
し
ろ
天
照
大
神
、
家
康
、
藩
祖
や
先
祖
へ
の
報
恩
意
識
に
基
づ
い
て
い

ヲ
（
》
○

正
志
斎
は
万
国
に
わ
た
る
道
の
普
遍
性
を
説
い
て
い
た
が
、
「
戎
狄
は
偏
気

の
国
な
れ
ば
、
其
教
と
す
る
所
邪
僻
に
し
て
人
倫
明
か
な
ら
ざ
る
事
多
し
。
神

州
と
漢
土
と
は
東
海
に
臨
め
る
地
勢
に
し
て
、
太
陽
の
出
る
方
に
向
ひ
、
陽
気

の
生
ず
る
所
に
し
て
正
気
の
国
な
れ
ば
、
其
教
も
正
し
く
し
て
（
中
略
）
天
地

の
初
よ
り
し
て
五
倫
の
教
具
れ
り
」
（
『
退
食
間
話
』
、
大
系
二
五
二
頁
）
と
言

う
。
さ
ら
に
日
本
と
中
国
に
関
し
て
も
「
就
中
君
臣
ノ
義
父
子
ノ
親
二
至
テ
ハ
、

口
神
州
ノ
正
シ
キ
ニ
及
ブ
者
ナ
シ
」
（
『
読
直
毘
霊
』
一
五
頁
）
と
言
う
。
そ
し

て
『
退
食
間
話
』
の
中
で
、
君
臣
の
義
に
つ
い
て
は
天
照
大
神
が
い
わ
ゆ
る
天

壌
無
窮
の
神
勅
を
述
べ
た
こ
と
に
よ
り
、
父
子
の
親
は
同
じ
く
天
照
大
神
の
宝

鏡
の
神
勅
に
よ
り
、
ま
た
夫
婦
の
別
は
伊
弊
諾
・
伊
弊
再
の
結
婚
時
の
唱
え
、

長
幼
の
序
は
伊
弊
諾
・
伊
弊
再
の
三
貴
子
へ
の
分
治
委
任
、
朋
友
の
信
は
い
わ

ゆ
る
天
孫
降
臨
時
の
思
兼
、
手
力
男
、
天
児
屋
、
太
玉
、
建
御
雷
、
猿
田
彦
諸

神
の
行
動
（
以
上
が
教
え
）
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
顕
現
し
た
こ
と
を
言
う
（
大

系
二
三
八
～
二
三
九
頁
）
。
そ
の
う
ち
特
に
君
臣
父
子
の
道
を
明
ら
か
に
し
た

天
照
大
神
、
及
び
そ
の
道
を
盛
ん
に
さ
せ
た
神
武
天
皇
が
重
要
視
さ
れ
、
「
教

○



化
の
本
に
報
」
い
る
べ
き
こ
と
が
言
わ
れ
る
。
そ
し
て
実
際
に
は
建
御
雷
を
祭

る
こ
と
に
よ
り
、
「
天
功
を
亮
ら
れ
し
古
を
念
」
っ
て
現
「
皇
室
を
尊
」
ぶ
と

と
も
に
、
天
照
や
神
武
の
教
え
が
広
ま
っ
た
の
も
「
こ
の
神
の
功
居
レ
多
」
こ

と
を
認
識
し
て
「
そ
の
神
意
に
随
」
い
、
さ
ら
に
は
天
照
が
教
え
を
示
し
た
そ

の
「
深
意
に
叶
」
う
べ
く
「
大
道
を
天
下
に
明
に
」
す
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
る

（
二
五
○
～
二
五
一
頁
）
。
ま
た
下
っ
て
「
天
照
大
神
と
同
体
」
で
あ
る
現
天

皇
、
「
神
明
の
教
」
「
君
臣
・
父
子
の
大
倫
」
に
基
づ
き
太
平
を
も
た
ら
し
た
家

康
の
後
喬
で
「
天
朝
の
政
を
天
下
に
布
」
い
て
い
る
現
将
軍
、
及
び
「
天
朝
の

藩
屏
、
大
将
軍
の
分
職
」
で
あ
る
現
大
名
に
関
し
て
も
、
人
々
は
そ
の
「
恩
沢

を
蒙
」
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
国
恩
の
万
一
を
も
報
」
い
る
べ
く
「
人

各
五
倫
の
道
を
尽
」
す
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
る
（
二
三
九
頁
）
。

斉
昭
の
と
こ
ろ
で
見
た
天
照
大
神
、
家
康
、
藩
祖
や
先
祖
へ
の
報
恩
意
識
が
、

こ
こ
で
は
現
在
の
天
皇
・
将
軍
・
大
名
に
対
す
る
報
国
恩
意
識
、
及
び
そ
も
そ

も
の
教
え
の
顕
示
者
・
振
興
者
で
あ
る
天
照
大
神
や
神
武
天
皇
へ
の
報
本
意
識

に
な
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
道
を
実
践
す
る
拠
り
所
が
神
格
や
人
格
へ

の
「
報
」
の
意
識
に
あ
る
点
は
同
様
で
あ
る
。
正
志
斎
は
自
ら
の
普
遍
的
な
道

の
理
解
と
、
こ
の
「
報
」
の
意
識
と
を
結
び
付
け
よ
う
と
し
た
。
彼
は
日
本
の

優
秀
性
を
気
の
正
偏
に
由
来
す
る
と
こ
ろ
の
教
え
の
相
違
に
よ
っ
て
説
明
す
る

が
、
そ
の
際
、
君
臣
父
子
の
道
に
関
わ
る
天
照
大
神
や
神
武
天
皇
が
持
ち
上
げ

ら
れ
た
。
「
報
」
の
意
識
を
民
に
植
え
付
け
、
忠
孝
の
実
践
へ
と
駆
り
立
て
る

た
め
に
は
、
民
を
し
て
天
照
に
「
饗
」
わ
せ
、
あ
る
い
は
天
照
や
神
武
を
「
膳

（
理
）

仰
」
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。

一
斎
は
「
使
三
民
知
二
斯
道
之
所
Ｆ
存
也
」
と
改
め
て
民
に
知
ら
せ
る
内
容
を

入
れ
替
え
る
。
こ
の
場
合
は
斯
道
が
日
本
に
も
存
す
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
と
い

う
意
味
に
な
ろ
う
。
一
斎
に
と
っ
て
建
御
雷
神
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る

の
か
。
こ
こ
か
ら
考
え
る
に
、
そ
れ
は
古
の
日
本
に
お
け
る
道
の
体
現
者
で
あ

り
、
日
本
に
も
本
来
道
が
存
す
る
こ
と
を
証
す
る
者
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

一
斎
の
場
合
、
道
を
実
践
す
る
拠
り
所
は
各
人
の
性
に
あ
る
。
だ
か
ら
民
の
意

識
を
建
御
雷
を
通
し
て
天
照
ら
に
向
か
わ
せ
る
必
要
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
彼
は

天
保
十
四
年
年
頭
の
「
自
警
吟
」
に
「
皇
祖
胎
二
典
型
一
・
文
武
与
二
忠
孝
一
、

執
礼
以
履
正
、
乗
義
以
属
操
。
凡
我
旭
陽
方
間
し
違
二
斯
認
教
一
・
癸
卯
正
月
吉

害
し
此
以
自
告
」
（
『
愛
日
楼
全
集
』
巻
五
五
）
と
書
き
留
め
て
い
る
。
「
皇
祖
」

に
つ
い
て
自
ら
言
及
し
た
の
は
管
見
で
は
こ
の
文
章
く
ら
い
で
あ
る
。
あ
る
い

は
水
戸
学
と
の
接
触
が
契
機
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
自
警
吟
で

あ
り
「
自
告
」
ぐ
る
も
の
で
あ
る
。
一
斎
は
他
人
に
向
か
っ
て
皇
祖
を
説
く
こ

と
は
し
て
い
な
い
。
こ
の
皇
祖
は
具
体
的
に
誰
を
指
し
て
い
る
の
か
は
不
明
で

あ
る
が
、
「
典
型
」
の
内
容
か
ら
見
て
お
そ
ら
く
複
数
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
「
我

旭
陽
方
」
に
「
典
型
」
（
模
範
）
Ⅱ
「
認
教
」
を
残
し
た
存
在
で
あ
る
。
彼
は

皇
祖
の
「
深
意
」
に
思
い
を
寄
せ
る
（
民
に
そ
う
さ
せ
る
）
こ
と
は
し
な
い
。

問
題
な
の
は
皇
祖
が
日
本
に
残
し
た
模
範
そ
の
も
の
で
あ
る
。
先
に
見
た
一
斎

の
返
書
中
の
『
孟
子
』
や
陸
象
山
か
ら
の
引
用
や
こ
こ
で
の
建
御
雷
神
の
把
握

と
合
わ
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
一
斎
に
と
っ
て
の
皇
祖
と
は
や
は
り
日
本
に
も

道
が
存
す
る
こ
と
を
証
す
る
（
そ
こ
に
一
体
化
す
る
も
の
で
は
な
く
、
自
ら
と

相
対
し
て
い
る
も
の
と
い
う
意
味
で
の
）
指
標
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。

最
終
文
「
使
四
民
知
三
斯
道
之
所
二
縣
来
一
也
」
で
は
一
斎
の
見
解
を
採
用
し

た
か
に
見
せ
て
「
斯
道
」
を
挿
入
し
て
い
る
が
、
意
味
は
草
案
の
ま
ま
で
あ
る
。

一
○
四



一
斎
と
後
期
水
戸
学
と
は
文
武
・
和
漢
・
治
教
（
聖
学
王
道
）
一
致
と
い
う

（
鴎
）

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
次
元
で
は
対
立
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
思
想
内
容
の
次

元
に
お
い
て
後
期
水
戸
学
の
中
で
は
互
い
に
相
違
点
（
あ
る
い
は
一
斎
と
の
共

通
点
）
を
持
ち
な
が
ら
も
、
一
斎
と
は
共
通
し
て
相
対
立
し
て
い
る
思
想
的
特

徴
と
は
何
か
が
認
識
さ
れ
て
く
る
。
一
斎
に
あ
っ
て
道
を
実
践
す
る
拠
り
所
は

自
己
の
性
に
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
期
水
戸
学
で
は
そ
れ
は
神
格
や
人
格
へ
の

「
報
」
の
意
識
に
あ
り
、
そ
の
た
め
民
の
意
識
を
天
照
大
神
ら
に
向
か
わ
せ
る

必
要
が
あ
っ
た
。

こ
こ
で
思
想
的
に
交
わ
る
と
こ
ろ
の
あ
る
一
斎
と
正
志
斎
と
の
位
置
関
係
を

確
認
し
て
お
こ
う
。
一
斎
は
『
讓
園
關
蕪
』
（
寛
政
三
年
）
に
お
い
て
、
柤
侠

学
で
は
「
士
庶
人
以
下
行
し
道
之
名
絶
」
と
し
て
「
以
レ
修
レ
身
為
し
本
」
（
第
二

則
）
こ
と
を
主
張
し
、
天
保
四
年
七
月
に
大
塩
中
斎
に
宛
て
た
書
簡
で
は
「
た

ｇ
自
己
之
実
を
積
候
外
無
し
之
」
（
『
俗
簡
焚
余
』
一
七
頁
、
『
日
本
儒
林
叢
書
』

第
三
巻
所
収
）
こ
と
を
説
い
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
正
志
斎
は
『
退
食
間
話
』

（
天
保
十
三
年
）
の
中
で
、
「
後
世
は
学
問
も
士
庶
に
降
り
て
、
道
を
論
ず
る

に
も
一
身
の
み
に
目
を
着
て
、
己
々
が
心
性
を
治
る
ば
か
り
を
道
と
思
」
っ
て

い
る
と
言
う
（
大
系
二
三
六
～
二
三
七
頁
）
。
一
斎
は
「
社
稜
可
レ
棄
、
人
倫

不
し
可
レ
棄
」
（
「
言
志
録
』
第
一
○
○
条
、
文
政
七
年
刊
）
と
述
べ
て
い
る
が
、

正
志
斎
は
右
の
後
世
の
学
問
が
「
報
国
愛
人
の
誠
も
な
く
、
民
人
・
社
稜
を
余

所
に
す
る
」
結
果
に
陥
っ
て
い
る
点
を
批
判
す
る
（
二
四
四
頁
）
。
正
志
斎
は

自
己
を
見
つ
め
る
一
斎
的
な
思
想
が
国
家
を
度
外
視
す
る
結
果
に
な
る
こ
と
を

問
題
と
し
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
。
そ
の
彼
は
道
（
と
り
わ
け
君
臣

お
わ
り
に

父
子
の
道
）
の
実
践
を
天
照
・
神
武
へ
の
報
本
意
識
、
及
び
現
在
の
天
皇
・
将

軍
・
大
名
へ
の
報
国
恩
意
識
に
基
づ
け
た
。
そ
の
結
果
人
々
は
天
皇
・
将
軍
・

大
名
か
ら
な
る
体
制
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

さ
て
一
斎
は
水
戸
側
の
文
章
に
記
さ
れ
た
祭
神
の
意
味
を
自
ら
の
思
想
に
即

し
て
解
釈
し
よ
う
と
し
た
。
彼
は
対
外
的
に
は
中
国
を
念
頭
に
置
い
て
（
こ
の

点
、
は
じ
め
か
ら
西
洋
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
後
期
水
戸
学
と
は
異
な
る
）
、

聖
人
及
び
道
は
中
国
だ
け
で
は
な
く
日
本
に
も
出
現
し
存
す
る
こ
と
を
説
い
て

（
別
）

い
た
（
そ
れ
は
西
洋
に
ま
で
及
ぶ
道
の
普
遍
性
の
主
張
と
な
る
）
が
、
そ
の
彼

に
と
っ
て
の
皇
祖
と
は
日
本
に
も
道
が
存
す
る
こ
と
を
証
す
る
指
標
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
関
わ
っ
て
一
斎
に
お
け
る
「
皇
統
一
姓
」
の
語
の
使
用
例
に
注
目
し

た
い
。
彼
は
、
林
述
斎
が
中
国
で
供
し
日
本
に
存
す
る
書
籍
を
収
集
し
て
刊
行

し
た
『
快
存
叢
書
』
の
序
を
代
作
し
て
言
う
。

我
邦
口
皇
統
一
姓
、
口
神
聖
相
承
、
未
三
始
有
二
易
し
姓
革
レ
命
之
変
一
・

而
右
文
之
化
、
稽
古
之
風
、
歴
二
千
載
一
而
弥
盛
、
使
下
凡
出
二
於
古
一
者

今
皆
不
占
至
二
子
廃
替
一
也
。
（
『
愛
日
楼
全
集
』
巻
五
）

「
皇
統
一
姓
」
の
語
は
こ
こ
で
も
中
国
と
の
対
比
の
中
で
使
わ
れ
、
日
本
が
書

籍
文
物
を
保
存
す
る
こ
と
の
（
こ
こ
で
は
日
本
の
独
自
性
を
示
す
）
指
標
と
な

（
錫
）

っ
て
い
る
。
こ
の
点
は
正
志
斎
が
『
新
論
』
の
中
で
、
「
所
ョ
以
君
．
臨
万
方
一
者
、

未
二
嘗
一
易
し
姓
革
Ｆ
位
也
」
（
大
系
五
○
頁
）
と
述
べ
て
世
界
の
中
で
の
優
越

性
の
根
拠
と
捉
え
、
「
口
天
日
之
胤
、
与
二
天
壌
一
終
始
而
不
レ
易
者
、
蓋
有
二
以

致
声
之
而
然
也
」
（
六
○
頁
）
と
、
そ
れ
自
体
を
維
持
す
る
こ
と
を
実
践
の
目

的
と
し
て
い
た
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

一
斎
が
身
を
置
い
て
い
る
当
代
は
皇
室
と
は
無
縁
の
と
こ
ろ
で
成
立
し
て
い

一
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る
時
代
で
あ
り
、
そ
れ
は
家
康
に
よ
り
創
始
さ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
中

で
の
国
家
統
合
の
問
題
と
は
結
び
つ
か
な
い
、
指
標
と
し
て
の
皇
祖
や
皇
統
一

姓
の
把
握
、
さ
ら
に
家
康
を
起
点
と
す
る
発
想
は
、
幕
末
期
に
お
い
て
彼
が
海

防
策
等
を
考
え
る
際
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
そ
の
問
題
、
及
び
こ
の
一

斎
的
な
皇
祖
・
皇
統
意
識
の
幕
府
儒
者
内
等
で
の
広
が
り
と
そ
の
行
方
に
つ
い

て
は
別
稿
を
用
意
し
た
い
。

注

（
１
）
「
召
さ
れ
て
御
前
へ
出
け
る
に
、
学
校
の
碑
文
過
日
呈
し
た
る
を
捨
蔵

へ
御
示
し
可
し
被
し
遊
間
、
捨
蔵
へ
可
レ
被
二
下
置
一
御
書
の
案
を
草
し
候

様
被
二
仰
付
一
」
「
召
さ
れ
て
両
度
御
前
へ
罷
出
。
学
校
の
事
に
付
佐
藤
捨

蔵
へ
賜
る
べ
き
御
書
を
草
し
上
る
」
（
『
丁
酉
日
録
』
天
保
八
年
九
月
一
日

・
三
日
条
、
『
新
定
東
湖
全
集
』
一
三
一
三
～
一
三
一
四
頁
）
。
な
お
こ
の

依
頼
状
は
茨
城
大
学
図
書
館
に
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
（
水
戸
史
学
第
三
号
に

紹
介
）
。

（
２
）
「
一
番
跡
で
一
斎
へ
御
示
し
被
し
遊
候
而
は
決
を
一
斎
に
取
候
様
罷
成
、

不
し
宜
候
間
、
却
而
一
斎
へ
御
示
し
主
意
を
為
一
一
御
吐
一
、
又
雲
へ
も
御
示

し
被
し
遊
度
候
は
堂
是
へ
御
示
し
主
意
を
為
二
御
吐
一
、
其
上
に
而
館
へ
御

懸
、
御
極
被
レ
遊
候
様
、
数
度
申
上
候
」
（
天
保
八
年
九
月
二
十
八
日
付
、

会
沢
正
志
斎
宛
藤
田
東
湖
書
簡
、
水
戸
市
教
育
会
編
「
東
湖
先
生
之
半
面
』

所
収
）
。
雲
は
青
山
拙
斎
（
号
雲
竜
）
、
館
は
彰
考
館
（
総
裁
会
沢
正
志
斎
）

の
こ
と
。

（
３
）
菊
池
謙
二
郎
『
水
戸
学
論
藪
』
「
弘
道
館
記
撰
作
の
由
来
」
参
照
。

（
４
）
高
瀬
代
次
郎
『
佐
藤
一
斎
と
其
門
人
』
参
照
。

（
５
）
同
右
所
収
。

（
６
）
『
水
戸
藩
史
料
』
別
記
下
、
巻
一
七
所
収
。

（
７
）
『
見
聞
偶
筆
』
天
保
十
二
年
十
月
二
十
日
記
、
『
新
定
東
湖
全
集
』
五
六

二
頁
参
照
。

（
８
）
「
送
三
佐
藤
亦
光
勝
．
学
水
戸
一
序
」
（
『
大
橋
訓
竜
先
生
全
集
』
中
巻
）

参
照
。

（
９
）
「
幕
の
勢
二
木
謀
主
云
々
。
二
木
は
一
の
詩
人
に
候
間
、
中
々
謀
主
に

は
相
成
ま
じ
く
、
謀
主
は
烏
に
て
二
木
は
相
談
相
手
且
つ
筆
者
位
と
被
し

存
候
。
乍
レ
去
烏
に
遣
は
れ
て
自
然
謀
主
の
姿
を
成
し
候
歎
は
難
し
計
、

い
づ
れ
辞
命
な
ど
は
二
木
の
手
に
成
り
、
一
斎
老
儒
な
ど
も
手
を
下
し
候

哉
と
被
し
存
候
」
（
弘
化
元
年
、
吉
成
南
園
宛
藤
田
東
湖
書
簡
、
『
佐
藤
一

斎
と
其
門
人
』
所
収
）
。

（
Ⅲ
）
「
さ
て
孔
子
の
廟
を
営
糸
給
ひ
け
る
に
、
先
聖
、
至
聖
、
大
成
至
聖
文

宣
王
な
ど
い
へ
る
文
字
を
加
へ
て
あ
ら
ま
ほ
し
き
由
申
上
し
人
有
り
け
る

に
、
魯
国
の
大
夫
に
て
千
百
年
の
後
ま
で
世
に
貴
ば
る
上
は
聖
徳
ま
し
ま

し
上
故
な
り
、
何
ぞ
後
人
の
称
号
を
用
ひ
む
。
大
成
な
ど
い
へ
る
は
蒙
古

の
え
み
し
が
捧
げ
し
号
な
れ
ば
孔
子
の
心
に
も
か
な
ふ
ま
じ
と
□
（
欠
字
、

以
下
同
じ
）
仰
ら
れ
、
そ
の
職
の
人
々
に
計
り
給
ふ
に
、
い
か
に
も
孔
子

と
の
み
有
り
て
孔
子
の
徳
は
尊
く
あ
り
な
む
と
申
上
し
か
ば
、
御
自
ら
神

牌
に
孔
子
神
位
と
記
し
給
ひ
ぬ
。
口
君
の
御
心
知
ら
ざ
る
も
の
は
、
い
と

あ
や
し
く
猛
き
事
の
み
好
み
給
ひ
て
御
心
の
ま
Ｌ
に
物
し
給
ふ
と
疑
ひ
奉

り
、
種
々
の
流
言
な
ど
行
れ
て
禍
ご
と
に
逢
ひ
給
ひ
ぬ
れ
ど
も
」
（
『
常
陸

帯
』
弘
化
元
年
、
『
新
定
東
湖
全
集
』
一
○
六
頁
）
。

一
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（
Ⅱ
）
天
保
五
年
に
平
田
篤
胤
が
尾
張
藩
の
扶
持
を
召
し
上
げ
ら
れ
て
い
る
（
そ

の
後
水
戸
藩
へ
の
仕
官
運
動
を
行
っ
て
い
る
）
。
こ
の
一
件
に
関
し
て
林

述
斎
は
天
保
六
年
に
松
浦
静
山
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
（
『
甲
子
夜
話
三
篇
』
巻
二
三
、
平
凡
社
・
東
洋
文
庫
所
収
）
。

「
近
頃
、
和
学
家
之
舞
庵
（
舞
庵
は
伊
勢
人
、
本
居
宣
長
な
り
。
八
中

略
Ｖ
此
人
国
学
を
尚
ぶ
の
余
り
、
唐
の
聖
者
堯
舜
孔
子
の
如
き
、
皆
こ
れ

を
訓
り
、
且
中
華
の
学
を
邪
な
り
と
す
。
因
て
近
来
こ
れ
を
非
す
る
者
出

づ
。
是
等
人
の
容
ざ
る
の
最
也
。
八
後
略
Ｖ
Ｉ
欄
外
注
、
以
下
同
じ
）
な

ど
も
よ
き
時
分
に
死
し
申
候
。
さ
な
け
れ
ば
大
事
に
成
可
レ
申
候
。
又
大

角
（
大
角
は
、
平
田
氏
の
俗
称
な
ら
ん
。
八
中
略
Ｖ
こ
の
人
も
吾
国
を
尊

ぶ
の
末
、
唐
の
聖
賢
を
噺
る
。
こ
れ
も
亦
人
の
容
ざ
る
者
に
し
て
、
林
氏

の
挙
に
与
ら
ざ
る
漢
と
す
）
も
、
公
辺
よ
り
御
沙
汰
に
而
尾
張
家
出
入
さ

し
留
に
成
り
、
今
は
逐
電
と
聞
へ
申
候
。
是
等
数
に
不
し
入
輩
な
が
ら
愚

俗
の
信
じ
候
者
は
、
多
分
山
師
多
く
御
坐
候
」
。

欄
外
注
（
静
山
の
注
か
）
の
林
家
へ
の
見
方
が
一
般
的
な
も
の
で
あ
っ

た
と
す
る
と
、
こ
の
一
件
も
影
響
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
岨
）
一
斎
の
他
の
史
料
で
の
呼
称
例
を
挙
げ
る
。
「
神
祖
」
（
「
東
照
大
君
天

下
統
一
同
干
支
賀
文
」
『
愛
日
楼
全
集
』
巻
三
六
、
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
）
、

「
神
祖
大
君
」
（
「
今
葱
天
保
壬
寅
〈
後
略
〉
」
同
、
巻
五
五
）
、
「
書
二
□

神
祖
御
言
文
後
一
」
同
、
巻
二
七
。

（
旧
）
東
湖
の
『
弘
道
館
記
述
義
』
（
日
本
思
想
大
系
「
水
戸
学
』
所
収
）
に

は
「
東
照
宮
」
と
「
東
照
公
」
と
が
両
出
し
て
い
る
（
二
九
五
～
二
九
八

頁
）
。

（
Ｍ
）
「
烈
祖
廟
号
、
東
照
宮
、
皇
朝
所
し
命
也
」
（
尾
藤
二
洲
『
称
謂
私
言
』

六
頁
、
『
日
本
儒
林
叢
書
』
第
八
巻
所
収
）
参
照
。

（
旧
）
『
愛
日
楼
文
詩
』
第
一
冊
（
『
佐
藤
一
斎
全
集
』
第
二
巻
所
収
）
。

（
肥
）
『
佐
藤
一
斎
と
其
門
人
』
所
収
。

（
Ⅳ
）
「
孟
子
日
、
舜
生
二
於
諸
漏
一
、
遷
二
於
負
夏
一
、
卒
二
於
鳴
条
一
、
東
夷

之
人
也
。
文
王
生
二
於
岐
周
一
、
卒
二
於
畢
郭
一
、
西
夷
之
人
也
。
地
之
相

去
也
、
千
有
余
里
、
世
之
相
後
也
、
千
有
余
歳
、
得
し
志
行
一
一
乎
中
国
一
、

若
し
合
一
符
節
一
、
先
聖
後
聖
其
撲
一
也
」
（
『
孟
子
』
離
婁
下
篇
）
。
な
お

朱
子
の
『
孟
子
集
註
』
で
は
「
諸
漏
・
負
夏
・
鳴
条
皆
地
名
、
在
二
東
方

夷
服
之
地
一
」
と
述
べ
て
、
舜
が
い
た
の
は
「
夷
服
」
（
周
代
に
畿
内
〈
千

里
四
方
〉
の
外
側
、
幅
五
百
里
ず
つ
を
一
服
と
し
て
数
え
た
区
画
〈
九
服

・
九
畿
〉
の
第
七
）
の
地
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
一
斎
は
『
孟
子
欄

外
書
』
（
『
佐
藤
一
斎
全
集
』
第
七
巻
所
収
）
の
中
で
「
東
夷
西
夷
、
只
是

夷
狄
、
与
下
行
二
乎
中
国
一
句
上
対
照
、
不
下
必
為
二
聖
人
一
諄
、
釈
為
中
夷
服

之
地
上
」
と
述
べ
て
、
夷
と
は
中
国
に
対
す
る
夷
狄
の
意
味
だ
と
し
て
い

プ
（
》
Ｏ

（
肥
）
「
東
海
有
二
聖
人
出
一
焉
、
此
心
同
也
、
此
理
同
也
。
西
海
有
二
聖
人
出
一

焉
、
此
心
同
也
、
此
理
同
也
。
南
海
北
海
有
二
聖
人
出
一
焉
、
此
心
同
也
、

此
理
同
也
。
千
百
世
之
上
、
至
二
千
百
世
之
下
一
、
有
二
聖
人
出
一
焉
、
此

心
此
理
、
亦
莫
し
有
し
不
し
同
也
」
（
『
陸
象
山
年
譜
』
紹
興
二
十
一
年
条
、

近
世
漢
籍
叢
刊
『
陸
象
山
集
要
』
所
収
）
。

（
旧
）
東
京
都
立
中
央
図
書
館
河
田
文
庫
所
蔵
。
こ
れ
を
嗣
子
立
軒
が
手
写
し

た
『
弁
道
薙
蕪
」
が
「
佐
藤
一
斎
全
集
』
第
一
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
別
）
道
の
把
握
を
め
ぐ
る
正
志
斎
と
東
湖
と
の
こ
の
よ
う
な
相
違
に
つ
い
て

は
、
名
越
時
正
「
水
戸
藩
に
於
け
る
国
学
」
上
下
（
史
学
雑
誌
第
五
五
編
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第
六
・
七
号
、
一
九
四
四
年
。
「
水
戸
学
の
研
究
』
に
収
録
）
、
露
口
卓
也

「
幕
末
に
お
け
る
国
家
的
理
念
の
創
出
ｌ
後
期
水
戸
学
の
国
体
論
に
つ
い

て
」
（
文
化
史
学
第
三
一
号
、
一
九
七
五
年
）
・
「
会
沢
正
志
斎
の
排
耶

論
に
つ
い
て
」
（
文
化
学
年
報
第
三
三
号
、
一
九
八
四
年
）
、
吉
田
俊
純
「
尊

王
壌
夷
思
想
の
成
立
ｌ
『
弘
道
館
記
述
義
』
の
成
立
と
そ
の
思
想
的
環
境
」

（
津
田
秀
夫
編
『
解
体
期
の
農
村
社
会
と
支
配
』
一
九
七
八
年
、
後
に
後

出
書
に
も
収
め
ら
れ
る
）
・
「
近
代
の
水
戸
学
理
解
ｌ
菊
池
謙
二
郎
の
事

例
を
通
し
て
」
（
『
後
期
水
戸
学
研
究
序
説
ｌ
明
治
維
新
史
の
再
検
討
』
一

九
八
六
年
）
が
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
名
越
氏
が
こ
の
相
違
に
つ
い
て
、

正
志
斎
に
お
け
る
国
体
論
と
の
矛
盾
、
不
徹
底
と
評
価
し
て
い
る
点
は
受

け
入
れ
ら
れ
な
い
。
ま
た
吉
田
氏
は
水
戸
学
内
に
お
け
る
東
湖
の
特
異
性

を
強
調
し
て
い
る
が
、
正
志
斎
と
斉
昭
も
相
違
し
て
い
る
こ
と
を
見
落
し

て
い
る
。

（
別
）
「
鹿
島
の
神
を
祭
候
事
不
審
も
可
し
有
し
之
候
へ
共
、
侯
国
に
て
新
に
天

照
大
神
を
祭
候
而
〈
非
礼
に
可
二
相
成
一
」
（
天
保
八
年
九
月
三
日
付
、
佐

藤
一
斎
宛
徳
川
斉
昭
書
簡
）
。

（
配
）
正
志
斎
に
お
け
る
自
然
・
普
遍
の
道
と
天
照
大
神
に
よ
る
枠
設
定
と
い

う
構
造
に
つ
い
て
は
、
吉
田
昌
彦
「
後
期
水
戸
学
の
論
理
ｌ
幕
府
の
「
相

対
化
」
と
徳
川
斉
昭
」
（
季
刊
日
本
思
想
史
第
一
三
号
、
一
九
八
○
年
）
、

田
原
嗣
郎
「
会
沢
正
志
斎
に
お
け
る
天
と
天
皇
に
つ
い
て
」
（
日
本
歴
史

第
四
一
六
号
、
一
九
八
三
年
）
、
辻
本
雅
史
「
忠
孝
国
家
論
の
構
想
Ｉ
会

沢
正
志
斎
の
国
体
論
を
め
ぐ
っ
て
」
（
昭
和
六
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助

金
研
究
成
果
報
告
書
『
祖
侠
以
後
ｌ
近
世
後
期
倫
理
思
想
の
研
究
』
一
九

八
八
年
。
「
近
世
教
育
思
想
史
の
研
究
』
に
収
録
）
参
照
。
だ
た
し
吉
田

氏
は
正
志
斎
と
東
湖
と
を
一
括
し
て
扱
っ
て
お
り
問
題
が
残
る
。
正
志
斎

の
「
報
本
反
始
」
や
報
恩
に
つ
い
て
は
露
口
前
掲
文
化
史
学
論
文
、
及
び

本
郷
隆
盛
「
幕
藩
制
の
動
揺
と
国
体
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
形
成
ｌ
後
期
水
戸

学
を
中
心
に
」
（
歴
史
学
研
究
別
冊
特
集
・
民
族
と
国
家
、
一
九
七
七
年
）

が
問
題
に
し
て
い
る
。
私
は
斉
昭
と
の
関
連
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
る
と

考
え
る
。
ま
た
東
湖
に
お
け
る
報
恩
意
識
に
つ
い
て
は
鈴
木
暎
一
「
藤
田

東
湖
の
思
想
ｌ
「
弘
道
館
記
述
義
」
を
中
心
と
し
て
」
（
日
本
歴
史
第
四

一
三
号
、
一
九
八
二
年
。
「
水
戸
藩
学
問
・
教
育
史
の
研
究
』
に
収
録
）

参
照
。

（
閉
）
一
斎
が
治
教
一
致
の
と
こ
ろ
を
聖
学
王
道
と
し
て
い
る
意
味
に
つ
い
て

も
今
後
考
察
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
別
）
「
横
文
之
俗
、
亦
能
性
二
其
性
一
、
無
し
所
し
不
し
足
、
倫
二
其
倫
一
、
無
し

所
し
不
し
具
」
（
『
言
志
録
』
第
一
三
一
条
）
。
こ
の
一
斎
の
主
張
が
後
継
の

幕
府
儒
者
の
献
策
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
幕

府
儒
者
・
河
田
迪
斎
の
思
想
的
位
置
」
（
日
本
思
想
史
研
究
第
二
六
号
）

参
照
。

（
妬
）
日
本
の
書
籍
文
物
保
存
に
関
わ
っ
て
の
「
霊
祗
」
「
百
王
一
姓
」
「
万
世

一
系
」
へ
の
意
識
に
関
し
て
は
、
管
見
の
範
囲
で
は
他
に
荻
生
祖
侠
や
林

述
斎
、
下
っ
て
は
辻
善
之
助
に
も
見
ら
れ
る
。
今
後
歴
史
的
な
変
遷
を
念

頭
に
置
き
つ
つ
検
討
し
た
い
。

（
東
北
大
学
大
学
院
）
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